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プログラミング的思考の各要素を思考スキルの一つとして捉え，思考ツールで見える化
します。「順序立てる」のように言語化して，指示したり黒板に示したりすることも大切で

す。そうすることで子どもたちは，どのような思考かとらえやすくなります。

分解（要素に分ける）

アルゴリズム的思考（順序立てる） 抽象化（大切な部分を残す，詳細を省く）

評価・修正

動きの分解

プログラミング的思考以外の思
考スキル＆思考ツールも使って
いくといいですね

●フィッシュボーン

●Xチャート
Yチャート
Wチャート

●ステップチャート

●ピラミッドチャート

●PMIシート

一般化（応用する）

図に表すことで，パターンを見いだして他の
問題に応用しやすくなります。

共通する要素
や，大切な部
分を書く

中段をもとに問題
解決の方向性（主
張）を考える



様々な教科で取り組むことによって，子どもたちがプログラミング的思考の汎用性を実感します。

取り組む機会が増えることで，習熟にもつながります。

教科特性や単元のめあてに合った思考ス
キル＆思考ツールを使っていきます。

※各教科等での実践例の詳細（指導案，単元計画）は，
研究課HPに記載しています。HPへは裏表紙のQRコード
から。
※思考ツールの活用例を記載しましたが，これらが必ず
しも最適解ではなく，児童の実態や授業展開によって他
のツールを使ったほうが良い場合があります。



算数科
アルゴリズム的思考

国語科
全要素

総合
後期単元
全要素

理科
アルゴリズム的思考

国語科
分解

算数科
アルゴリズム的思考

ICT活用

総合
前期単元
全要素

学習の振り返りの中で，思考スキルの有効性を実感する①習得期

有効性を根拠に，選択する②選択活用期

そのことを振り返り，有効な場合やそうでない場合を実感する③選択活用期

分数と小数が混ざった計算をするときは，小数を分
数に置き換えると計算できる。
ステップチャートを使うと，情報が整理されてわか

りやすくなる。算数の基本にははかせ（はやく，かん
たんに，せいかくに）があるので，ステップチャート
は算数に向いていると思った。

（６年生「分数×分数」での振り返りから）

どのように考えたこと（表現したこと）が，どのような点で良かった
のかを振り返り，自分なりに整理することが大切です。

子どもたちが思考ツールに慣れてきたら，指導者がどの

思考ツールを使うのかを指示せずに，子どもたちが判断
して選ぶ機会を設定します。

どの単元でどの思考スキル＆思考ツールを身に付
けるのか，いつから子どもたちに選択を委ねるのか，
見通しをもっておくことが大切です。

判断を委ねられた子どもたちは，問題解決の見通しをもちな
がら，習得してきた思考スキル＆思考ツールの有効性を踏まえ
て，選択します。その繰り返しで，どのような場面でどのよう

な考え方をすればよいのか，選択する力が育ちます。



探究のプロセスには，プログラミング的思考を位置付けることができます。総合的な学習の時

間を活用することで，子どもたちはプログラミング的思考を総合的に発揮して，問題解決を行うこ

とができます。

６年間で系統的に GIGA端末の活用

高学年
選択活用：既習の思考スキル全て

中学年
習得：理由付ける，抽象化（構造化･焦点化），多面的に見る
選択活用：比べる，分類，広げる，順序立てる

低学年
習得：比べる，分類，広げる，順序立てる

1年間で多くの思考スキルを身に付けること
は難しいです。各学年の教科等の内容に合わせ
て低学年から計画的に育んでいくことで，効率
的・効果的に育むことができます。

課題の設定

【分解】
情報を多面的に収集する。

【抽象化】
大切なキーワードを見いだす。
→解決の方向性を考える

【順序立てる（アルゴリズム的思考）】
計画を立てる。表現の構成を考える

【評価・修正】
よりよいものにする。

【抽象化】
大切なキーワードを見いだす。
→解決の方向性を考える

課題の設定

GIGA端末を用いて，PowerPointやExcel上で思
考ツールを活用することもできます。
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